
【別紙１】 

イベント開催制限等について 

（※１）大声での歓声、声援等がないことを前提としうる場合。この判断は、実態に照らして、個別具体的に判断。この場合、収容 

定員５,０００人までの施設については、満席とすることが可能となる。 

（※２）大声での歓声、声援等が想定される場合等。異なるグループ間では座席を１席空け、同一グループ（５人以内に限る。）内では 

    座席間隔を設けなくともよい。すなわち、収容率は５０％を超える場合がある。 

（※３）収容率と人数上限でどちらか小さいほうを限度（両方の条件を満たす必要）。 

収容率（※３） 人数上限（※３） 営業時間短縮 

大声なし １００％以内（※１） 

５,０００人 

又は 

収容定員５０％以内 

（≦１０,０００人） 

のいずれか大きい方 

２１時まで 

大声あり ５０％以内（※２） 


